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2024年度入学者選抜試験について

１．求める学生像

３．募集人員

２．入試方法

4．入試日程

1.一般入試（法学未修者入試と法学既修者入試の併願が可能です。）
　1）法学未修者入試
　　　 　小論文、面接・書類審査（下記①③④）を総合して判定します。

 　２）法学既修者入試
　　　 　法律科目試験、面接・書類審査（下記②③④）を総合して判定します。
　　 　 　法律科目試験は、公法系（憲法）、民事法系（民法、民事訴訟法、商法）、刑事法系（刑法、

　 刑事訴訟法）の３科目についての論述試験です。出題範囲は、募集要項でご確認ください。

２.法曹コース特別入試　【対象者：岡山大学法学部法曹プログラム所属学生】
　　　　法曹プログラムの成績、面接・書類審査（下記③④⑤）を総合して判定します。

　一般入試及び法曹コース特別入試の審査及び試験は、志願者が本研究科の求める学生像に
合致した次のような能力・資質を有しているか否かを判定することを目的とします。

①小論文試験　文章を正確に理解し、分析し、要約する能力。文章の内容を踏まえて、論理的に
　思考し、その内容を適切に表現する能力。
②法律科目試験　文章を正確に理解・分析する力、法的問題を的確に把握し表現する能力、法律
　基本科目についての発展学習に対応しうる基礎的な法律知識・理解力。
③面接試験　本研究科志願理由の強さ、社会問題への関心度、論理的思考力、思考した内容の適
　切な表現力等コミュニケーション能力。
④書類審査　社会に対する広範な問題関心、本研究科における教育に耐えうる知的素養、高い学
　習意欲、法曹に求められる倫理観・正義感、本研究科志願理由の明晰性・強さ。
⑤法曹プログラムの成績　文章を正確に理解・分析する力、法的問題を的確に把握し表現する能
　力、法律基本科目についての発展学習に対応しうる基礎的な法律知識・理解力の各能力の修得
　状況。

A 日程
　法学未修者入試 　2023年９月 ３日（日）
　法学既修者入試 　2023年９月 ２日（土）

B 日程
　法学未修者入試 　2023年11月19日（日）
　法学既修者入試 　2023年11月18日（土）

C 日程
　法学未修者入試 　2024年1月 21日（日）
　法学既修者入試 　2024年1月20日（土）

　法曹コース特別入試 　2023年９月 ２日（土）

5．そ の 他
　以上については、あくまで予定であり、2023 年４月1日現在の情報です。
入学者受入方針や入試の詳細については、募集要項でご確認ください。

（募集要項は 2023 年 5 月下旬頃に配付予定です。）

学費／入学料・授業料免除／奨学金

１．学費

２．入学料・
　 授業料免除

３．奨学金

1）入学料免除及び入学料徴収猶予
　　下記のいずれかに該当する場合、本人の申請に基づき選考のうえ、予算の範囲内で入学料
　の全額又は半額を免除する制度及び選考のうえ、入学料の納入を猶予する制度があります。
　　・経済的理由により、入学料の納入が困難であり、かつ学業優秀と認められる者
　　・入学前１年以内に入学者の学資を主として負担している者が死亡、又は入学者もしくは学資
　　　負担者が大規模な災害や火災、風水害等の災害を受けたため入学料の納入が著しく困難な者
　　・「令和２年７月豪雨」、「平成30年７月豪雨」等の激甚災害により被災した者
　　　ex.2022年度実績　半額免除　３人

２）授業料免除
　 　下記のいずれかに該当する場合、本人の申請に基づき選考のうえ、予算の範囲内で授業料

の全額又は半額を免除する制度があります。
　　・経済的理由により、授業料の納入が困難であり、かつ学業優秀と認められる者
　　・各半期の始期前１年以内に学生の学資を主として負担している者が死亡、又は学生もしくは
　　　学資負担者が大規模な災害や火災、風水害等の災害を受けたため授業料の納入が困難な者
　　・「令和２年７月豪雨」、「平成30年７月豪雨」等の激甚災害により被災した者
　　・新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変した世帯の者（一定の条件があります。）
　　　ex.2022年度実績　（前半期）全額免除　８人（申請者８人）
　　　　　　　　　　  　（後半期）全額免除　10人（申請者10人）

※  授業料は、前半期分と後半期分の２期に分けて５月と11月に納入いただくことになっています。
　 入学時及び在学中に入学料、授業料の改定が行われた場合には、改定時から新たな金額が適

用されます。　

（※1）名称などは変更となることがあります。（※2）返還免除制度あり。

２）日本学生支援機構の貸与奨学金 
　　日本学生支援機構の貸与奨学金には、無利子貸与と有利子貸与の二種類があります。
　　※ 貸与の基準や金額などは変更される場合があるので、利用前に日本学生支援機構の HP で

改めて確認してください。
　■第一種奨学金（無利子）
　 　人物・学業ともに特に優れ、経済的理由により著しく修学に困難があると認められる者に

貸与。月額５万、８万８千円から選択。
　　　ex.2022年度採用実績　１人（１年次生のみ）（申請者：１人）
　■第二種奨学金（在学中は無利子、卒業後年３％を上限とする利子付）
　 　人物・学業ともに優れ、経済的理由により修学に困難があると認められる者に貸与。月額

５万、８万、10万、13万、15万円から選択。
　　※ 月額15万円を選択した場合、さらに月額４万円又は７万円の増額貸与を選択することができます。
　　　ex.2022年度採用実績　１人（１年次生のみ）（申請者：１人）
　　※「特に優れた業績による返還免除制度」について
　　　 大学院において第一種奨学金の貸与を受けた学生であって、在学中に特に優れた業績を

あげた者として機構が認定した場合に貸与期間終了時に奨学金の全部又は一部の返還が
免除される制度があります。

　　　ex.2021年度実績　全額免除　１人　半額免除　３人

1）独自の奨学金

入学料 282,000円（予定）
授業料 【前半期】402,000円（予定） 【後半期】402,000円（予定）

名称 種類 支援額 資格 人数 期間

岡山大学大学院
法務研究科の
成績優秀学生奨学金（※1）

給付 年間授業料相当額
（804,000 円／年）

入学試験に上位
の成績で合格し、
入学した者

２人
ex.2022年度
実績２人

入学時

岡山大学法科大学院
奨学金

貸与
無利息

（※2）
   600,000 円／年

又は
1,200,000 円／年

【１年次生】
入試成績が優秀

【２・３年次生】
前年度の学業成
績が優秀

【１年次生】
 候補者10人  
　程度

【２・３年次生】
４人程度

２年間

　・社会問題への幅広い関心を持つ人
　・倫理観・正義感を持つ人
　・論理的思考力を持つ人
　・コミュニケーション能力を持つ人
　・高度専門職業人たる法曹にふさわしい体系的法知識と実践的
　　法運用能力を身につけようとする人

　岡山大学法科大学院（大学院法務研究科）では、「地域に奉仕し、地域に根ざした法曹育成」
という理念にかなう、次のような学生を求めています。

一般入試（A日程、B日程、C日程）及び法曹コース特別入試を合わせて24人

｜17




